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スウェｰデン地質調査所

服部仁

わたしかこの地質ニュｰスでスウ手一デン地質調

査所を紹介しようと思い立ったのは全く偶然のことか

らなのです.つまりスウェｰデンの地質学雑誌(通

称GFF)Vo1.88に所長のK.A.Lindbergson氏が組織

･研究内容および将来の問題等を報告しておられるのを

目に止めたからです.

地質調査所の性格はその国その国のいろんな事情に

よってさまざまの形をとるようです.かんたんに類型

化すれば先進国型と後進国型とに区別できるかもしれ

ません.またその規模や機構からいって米国地質

調査所的あるいは英国地質調査所的とたとえてもいい

でしょう.しかしもっと大切なことは地質調査所

の性格を規定している要因にはどのようなものがあるか

ということでしぷう.考免られる要因には巌ず錦一

にその園の地下資源の間趨ついで産業構造があげられ

るでし波う占またその園の国際社会紀おける地位も

重要な要因に在ると思います.たとえ凄英国に海外

地質調査所カミあるのも長年にわたって英国が植民地存

続をはかってきたこと:と無関係ではたいでしょう.

世界一の社会福祉国家を誇るスウェｰデンにおいて

その国民生活と地質学とがどのような点で結びついてい

るのかを考えるとたいへん興味が湧きます.すでに

紹介した福祉国家ニュｰジｰランドカ婁酪農業に林業を

スウ生一デン地質調査所長K.A.L1nd

bergSon筑と本館

P止｡to:PerH.Lundegardh1966◎

主体とする経済基盤にたって理想的な国民生活を保証し

ようとするのに対しスウェｰデンのすばらしい国民生

活を支えているものは林業はもちろんのことですが

無尽蔵にある鉄鉱資源そのものではないかと思います

(表1).ですからスウェｰデンにおいてその地質調

査所の存在は国民生活に盤石の重みをに狂っているとい

っても過言ではないでしょう.

さて本題に入ってこの辺でLindbergs㎝氏の報告

を紹介することにしましょう.

スウェｰデン地質調査所は1858年に創立し現在商務

省に属しています(第1図).地質調査所の目標として

次の四項肩が掲げられています.

1.スウェｰデンの地質に関する情報を収集する

2.必要な科学研究を遂行しとくに岩屑･土壌の経済的

条件に注目する

3.鉱肩などの探査および検査

4.地下水問題を把握する

専門別に6つの部局が設けられそれぞれの仕事の内

容は図のとおりです.そのたかで注目すべき若干の特

長をとりあげてみます.

1研究および応用地質部

いわゆる地質学金般にわたる研究がここで行政われる｡

デｰタ1プ濠セシングという耳なれないことばは文

献の収集1分類1サｰビスに関しての近代的な処理方

式を指している曲

1園檎部

南部スウ狐一デンはついては大学の協力と地質調査

所の地質学者1技術職則はって縮尺δ万分の夏の地

化学1地球化学･地球物理学および土壌分析実験用建物恥｡to“餅HlLun如騨納hエ966◎�
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圏貿麗臼圏麗回国

♂ズ暮yみ｡

フェノス彩ンチイア;こおけ蕃地質区分の概要とおもな鉱床

鼠概糀五i独(1955)による

太織;主要堆質構造区の間の境界

婁機鶴鴛筑前瀞G圭漉繍裕

1甜カンブリア紀おぷぴより若い岩石(カレドニア精以外の)

2｡影ンドニニア山男照

3出Jむ流i亀狼一Subづ｡tnian:岩とPo目トK町e亘至an花こう塔

4.搬re11鮒瑳砦帯

5帝ダラニ皿ライト(北部フィンランド)

6､片麻岩系

?｡S弼kine㎜atic聴こう岩を俳う変成岩

8司ユ搬一とpOSt-K童榊matiC花こう岩

9鉄鉱

10ニチタン鉄鉱

11.硫化鉱

12.ニッタル鉱

ユ3.モリフヰヂン翁広

14.タングスタン鉱

〔注〕この地質鰍ま少冷首いものですから議しくは最近

K臨nk敬欄(醐3)の編集したTh豊貸欄細1br三繍豆愛寮

制こしてく怒さい

質図が作られる.裏た中1北部については

40万分の1のあらい精度の地質図を作成.

20万一

･鉱石研究部

本部をストックホルムにおき探査活動はおもに北部

スウェｰデンで行なわれる.Mala雌skKir㎝aお

よびK亘三mPf測五の3カ所に支所がある咀試錐課は

800㎜掘さく可能な試錐機が!3台と32台の車輌をも

ち地球化学探査班とともに活躍.

･地球物理部

バノレト地域の磁気測定が終了し北部スウェｰデン地

域における空中磁気㌢ツピング10年計画が進行申であ

る.電気計算機グノトプのこれからの研究成果がま

たれている.

職員数は約35C名そのうち約70名が専門教育を受け

た人でなかには国外で教育を受けた人もいます､国

外で教育を受けた人は仕事の性格や経験によいバラエ

ティを与えている&いわれ裏た外国の研究者を招く

こともあります､最近どんどんすばらしい論文を書い

ている若手の岩石学者M㎝a㎜碗筑もその!人です､

氏はニュｰジｰランドのオタゴ大学クｰムス教授のも

とで1960年に卒論を行匁いケンブリッジ大学で学び

2.3年前にこのスウ皿一デン地質調査所にき漢した.

42年度の予算は3,000,000USドノレ(約11億円)で

このうち半分賦鉱物探査に用いられ残りの準分が他の

仕事に当てられてい産す､所長の報告には輪政府は鉱

物探査には進んで金を出すカ墓地質図幅調査や純粋肢科

学的研究には十分溶金を出してもら克恋いミとあり塞す､

しかしここエ0年間に予算は6倍にもふ

え淀からあとい3年のうちには科学的研

究紀対しても強化する意味で必要祇予算カ茎

与先られるだるうと確信する.扱晋なら

近代的な地質図カ蛾床学にとっても重要な

基礎資料を提供するということを関係当

局に納得書せるの紀成功したと思うからで

ある幾と報告の最後を結んでい漠す茗

スウ砿一デン地質調査所長の結びはこ

のような地質学雑誌を通じて純粋な地球

科学研究を進めるに必要匁経費をもっとた

ぐ密ん紀ふやしたいという訴えのようにも

あれ襲す､はぼ五年箭紀末合嫌国地質

調査所の予算紀関してAG亙のL.Hco附

茂淋同じよう恋趣旨をGeoをimesの巻頭言

北部ス加一デン1ζおはる探鉱周試鑛跳燃古跳r賞脳納釜灘稔至鰯⑬�
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商務省

スウェニデン地質調査所

所長･K.^一Li11db帥9son

研究および

応用地質部

研名

高

鼓

デｰタ

プロセシング

図幅部

25名

工

図幅作成

および

岩石の記範

嬀

先カンプljア時代

および第四拙の

伺桝

嬀

特鮎岩石挙

および岩石…已

載寧

鉱石研究部

明名1H右^

地質学卿榊岳

露

宴武雄

ゼ'

物理深豊

麗コ

地球物理部

3雌

〔エアホｰン測定

昀

襲繕警察姦漢釣

鎌鷲

嚢裟護圭η綴藁

昀

鼠輸鰯ξ

勧j肇擦壷おまぴ

地球㈱

へ淋醐

分析案験所

19名

分析実験室

区

鉱物化学実験室

扮級淡約繍妻篭

庶務担当

博物館排再出版キルｰナ刊岬

試錐コ7支脈

楮納庫繍支所]1場

第11図スウユｰデン上臨質調査所の組織

として書いてレ､ました.国情や調査所の性格が全く違

う両国の人が期せずして同じよう恋訴えをもっている

事がわかりこのことは切実な問題租のだと思いました｡

(筆者は地質部)
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関根良弘1961:スウェ

ｰデンの鉄鉱床一無尽蔵のキ

ルｰナとイエリヴアｰレ鉱山

地質ニュｰス86号

PP.8･14

却慴楳瑩������

義1スウェｰデンの鉱業に関す

るお毛な統計

Statistiskarsbok1965よ

り抜率

獲1翰雄

2.国家予算(1963):

�

1.人口(1964):

男3,840,897

女3,854,303

合計7,695,200

約203億ク四一ネ

(約1兆4,000億円)

丁註b豆蟻互2王より

喜万ク禦一考欄約7百000万円〕
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3.輸出入額:

5.鉱業生産高:

Table95･96･97より

Table116より〔単位:百万クロｰネ

=約7,000万円〕
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